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人口 と 世帯 前月比 
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人口と世帯
前月比

児 23，527 . (ー 12 1) 
女 26，137 11 (ー 15 3) 
計 49 ， 664 ・I(-2 74) 
世帯数 16 ，57 5 (ー 17) 
( 3月31円現在住民基本台帳)
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建設を目さしてー0 	堅実積極型 

総額は176億4,200万円 

昨年比 1 億4,600万円増 
0.8％の伸び率 

教育文化の振興 

生涯教育政策 

〇長橋小学校屋体建設事業 399 ,869 

〇南小学校グラン ド整備事業 30 ,000 

〇三好中学校グラン ド整備事業 15 ,000 

〇栄小学校用地取得事業 167 ,783 

〇五所川原第一中学校コンピュー 
40 ,300 

ター 

〇給食センター整備事業 20 ,867 

〇青森県青年の船●爪遣事業 2,895 

〇外国青年招致事業 5,035 

Q)) ストラーG 21補助金 500 

〇金多豆蔵人形劇活動費 540 

〇教職員先進地調査費 500 

〇五所川原市史発刊事業 18 ,504 

〇』、るさと交済i圏民センター建設 
328 ,557 

事業負担金（事業費 3,193,006) 

〇市職員自由研修費 1 ,500 

〇大学等誘致費 1,140 

思いやりの福祉社会 

生涯福祉政策 

cH主みよい福祖二のまちづく り事業 15 ,500 

〇在宅ねたきり老人介護者慰グテ金 970 

〇家庭奉仕員派遣事業 62 ,356 

〇地域福ネ止センター事業費（ディ 
22 ,745 

サービス） 

〇ディサービス事業委託費 21 ,290 

〇長寿褒彰金 10 ,915 

〇老人ホーム入所措置費 466 ,530 

〇在宅老人短期入所事業費 27 ,901 

〇在宅介護支援センター委託費 9,816 

〇身体障害者保護費 94 ,451 

〇精神薄弱者保護費 184 ,404 

〇児童入所措置費 981 ,992 

〇生活保護費 	 1 ,187 ,755 

平成 5 年 4 月15日 2 

建設を目ざして-。

教育文化の振興

生涯教育政策

0長橋小学校屋体建設事 業 399，869 

0南小学校グランド整備事業 30，000 

0三好中学校グランド繋備事業 15，000 

0栄小学校用地取得事業 167，783 

0五所川原第一中学校コンピュー

ター
40，300 

0給食センター整備事業 20，867 

0青森県青年の船派遣事業 2，895 

0外国青年招致事業 5，035 

0 リス トラーG21補助金 500 

0金多豆蔵人形劇活動費 540 

0教職員先進地調査費 500 

0五所川原市史発刊事業 18，504 

0ふるさと交流圏民セ ンター建 設

事業負担金(事業費 3，193，006)
328，557 

0市職員自由研修費 1，500 

。大 学等誘致質 1 ，140 I 

度実積極型

総額は176億4，200万円
昨年比 1億4，600万円増
0.8%の伸び率

思いやりの福祉社会

生涯福祉政策

(単位 :千円)

011:みよい福祉のまちづくり事業 15，500 

0在宅ねたきり老人介護者慰労金 970 

0家庭奉仕員派遣事業 62，356 

0地域福祉センタ一事業費 (デイ

→ナーピス)
22，745 

0デ ィサービス事業委託費 21，290 

0長寿笈彩金 10，915 

0老人ホーム入所措置費 466，530 

0在宅老人短期入所事業費 27，901 

0在宅介護支:t~セ ン タ 一委託費 9，816 

0身体障害者保護費 94，451 

o精神薄弱者保護費 184，404 

0児軍人所措同費 981，992 

0生活保護費 1，187，755 

手成5年4月15日 2 



〇中央コミュ二ニティセンター建設 52 

〇消防センター建設事業 83 ,183 83,183 

〇市制40周年式典準備費 500 500 

〇商店街活性化交通計画調査費等 21 ,240 

〇街路整備事業 443 ,958 

〇土地区画整理事業 288 ,076 

〇市営住宅建設事業（継続事業） 732 ,616 

〇総合開発計画下水道認可設計委 
23 ,530 23.530 

託費 

〇積雪対策下水道計画等委託費 20 ,250 

〇石岡 5 号線道路整備事業 440 ,010 

〇公共牧場機能強化事業 116 ,686 

〇特用林産産地化形成総合対策事業41,304 

〇水田営農条ィ牛整備事業 	 3,000 

〇各種イベント開催費 43 ,500 

〇県営堺野沢地区水環境整備事業 
10,600 

負担金 

〇ビジネスサポートセンター負担金 584 

〇菊ケ丘水郷公園虫（モニュメント） 
2,000 

製作費 

事業（継続事業） 
52,730 

,730 

平成 5年度予算 活力ある五所川原市の 

 

津軽自動車道が、県の所管から国の直轄事業となるなど、 

今年の予算は都市機能の充実と整備を図り、21世紀を見据

えた、活力ある五所川原市の建設を目ざし、積極的に事業を

推進する、「活性化元年 I 予算となりました。 
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快適な都市の建設  

「一 ． 、‘ A ‘ ． 、 一 一． 一一 

生涯生1古I攻策 

健康社会を目ざして 

生涯健康政策 

3 平成 5 年 4 月15日 

（単位：千円） 

〇津軽フラワーセンター整備事業 68 ,743 

〇』、じまき児童公園整備事業 13 ,000 

〇 ド水道事業特別会計繰出金 566 ,597 

〇農業集落排水事業特別会計繰出 
68 ,814 

金 

〇野里埋立地最終処分場施設基本 
20 ,200 

設計及び水質等調査委託費 

〇健康診査事業 34 ,624 

〇資源ごみ回収事業費 500 

〇国民健康保険事業勘定特別会計 175 ,773 

〇老人保健特別会計繰出金 153 ,131 

〇病院事業会計繰出金 416 ,000 

〇西北五環境整備事務組合負担金 395 ,917 

〇スポーツ医事相談費 200 

li戸平底5年度予算. 活力ある五所川原市の

津軽自動車道が、県の所管から国の直轄事業となるなど、

今年の予算は都市機能の充実と整備を図り、 21世紀を見据

えた、活力ある五所川原市の建設を目ざし、積極的に事業を

推進する、「?舌性化元年」予算となりました。

快適な都市の建設

生注生活政策

0中央コミュニティセンター建設
52.730 

事業(継続事業) ~ -， 

0消防センター建設事業 83，183 

0市制40周年式典準備費 500 

0商庖街活性化交通計画調査費等 21，240 

0街路整備事業 443，958 

0土地区画整理事業 288，076 

0市営住宅建設事業(継続事業) 732，616 

0総合開発計画下水道認可設計委
23，530 

託費

0積雪対策下水道計画等委託費 20，250 

0石岡 5号線道路整備事業 440，010 

0公共牧場機能強化事業 116，686 

0特用林産産地化形成総合対策事業41，304 

0 水田営農条件整備事業 3，000 

0各種イベント 開催費

0県営堺野沢地区水環境整備事業

負担金

0 ピジネスサポートセンター負担金

0菊ケ丘水郷公園虫(モニュメント)

製作費

3 平成 5年4月日

43，500 

10，600 

584 

2，000 

健康社会を目ざして

(生涯健康政策 |

(単位 :千円)

0津軽フラワーセンター整備事業 68，743 

0ふじまき児童公園整備事業 13，000 

0下水道事業持別会計繰出金 566，597 

0農業集落排水事業特別会計繰出

金
68，814 

0野里埋立地最終処分場施設基本

設計及び水質等調査委託費
20，200 

0健康診査事業 34，624 

0資源ごみ回収事業費 500 

o国民健康保険事業勘定特別会計 175，773

0老人保健特別会計繰出金

0病院事業会計繰出金

153，131 

416，000 

0西北五環境整備事務組合負担金 395，917

0スポーツ医事相談費 200 



一 般 会 計 予 算 
（単位：千円，%) 

歳 	 入 歳 	 出 

区 	 分 5 年度 構成比 増減額 増減率 区 	分 5 年度 構成比 増減額 増減率 

1 	市 	 税 3,881,835 22.0 210,940 5.7 1 議 	会 	費 205,720 1.2 3,007 1.5 

2 地 方 譲 与 税 353,000 2.0 5,000 L4 2 総 	務 	費 2,641,516 15.0 223,951 9.3 

3 利 子 割 交 付 金 81,000 0.5 △39,000 L32.5 3 民 	生 	費 4,103,944 23.0 A400, 996 A8.9 

4 特別地方消費税交付金 3,000 0.0 1,900 172.7 4 衛 	生 	費 1,284,804 7.3 205,834 19.1 

5 自動車取得税交付金 100,000 0.6 8,000 8.7 5 労 	働 	費 120,268 0.7 △3,687 L3.0 

6 地 方 交 付 税 6,030,000 34.2 63,000 1.1 6 農林水産業費 741,847 4.2 △146,447 △16.5 

7 交通安全対策特別交付金 13,000 0.1 A500 A3.7 7 商 	工 	費 401,101 乙3 △3,724 △0.9 

8 分担金及び負担料 495,672 乙8 43,269 9.6 8 土 	木 	費 3,296,579 18.7 587,510 21.7 

9 使用料及び手数料 273,350 1.5 10,032 3.8 9 消 	防 	費 834,529 L7 74,282 9.8 

10 国 庫 支 出 金 3,074,577 17.4 73,839 2.5 10 教 	育 	費 2,115,345 12.0 △599,143 A22.1 

11 県 	支 	出 	金 600,358 3.4 △147,486 △19.7 11 災害復旧費 262,422 1.5 174,639 198.9 

12 財 	産 	収 	入 17,221 0.1 101 a6 12 公 	債 	費 1,614,925 9.2 30.774 1.9 

13 宿 	附 	金 1 a0 0 0.0 13 諸支出 金 9,000 0.1 0 0.0 

14 繰 	入 	金 354,001 2.0 t.55,200 △13.5 14 予 	備 	費 10,000 0.1 0 0.0 

15 繰 	越 	金 1 0.0 0 0.0 

歳出合計 一
  

100.0 146,000 a8 

16 諸 	収 	入 967,884 5.5 △5,495 △0.6 

17 市 	 債 1,397,100 7.9 △22, 400 △L6 

歳 入 合 計 17,642,000 100.0 146,000 0.8 

特別会計・企業会計予算 
（単位：千円，%) 

区 	 分 
歳 	入 	（収 入） 歳 	出 	（収 入） 

平成 5年度 増減率 平成 5年度 増減率 

特
 
別
 
会
 
計
 

 

3,738,804 2.2 3,738,804 2.2 国民健康保険事業勘定 

老 	人 	保 	健 2,534,635 4.2 2,534,635 4.2 

高 等 看 護 学 院 65,701 0.2 65,701 0.2 

長者森平和公園造成事業 3,098 0.0 3,098 0.0 

下 水 道 事 業 1,442,182 3.1 1,442,182 3.1 

農業集落排水事業 218,197 △35.2 218,197 △35.2 

合 	 計 8,002,617 1.3 8,002,617 1.3 

企
業
会
計
 

水 道 事 業 1,029,298 L\39.2 1,501,824 t 23.4 

工 業 用 水 道事 業 135,199 L20.5 146,822 △14,1 

病 院 事 業 4,892,356 14.4 5,244,161 9.1 

合 計 6,056,853 △1.3 6,892,807 z\0.6 

平成 5年 4 月15日 4 

一般会計予算
(単位:千円，%)

歳 入 歳 出

区 分 5年度 構成比 増減額 I首減率 区 分 5年度 構成比 増減額 増減率

l 市 税 3，881，835 22.0 210，940 5.7 l 議 i耳〉、 'pi 205.720 1.2 3.007 l.5 

2地方議与税 353.000 2.0 5.000 1.4 2 総 務 1主 2，641，516 15.0 223，951 9.31 

3 利子割交付金 8l.000 0.5 ム39.000 ム32.5 3 民 生 1主 4.103.944 23.0 ム400，996 ム8.9

4 特別地方消費税交付金 3.000 。。 l. 900 172.7 4 衛 生 費 1.284.804 7.3 205.834 19.1 

5 自動車取得税交付金 100，000 0.6 8.000 8.7 5 労 働 費 120，268 0.7 ム3.687 ム3.0I 

6地方交付税 6.030.000 34.2 63.000 1.1 6 農林水産業費 741.847 4.2 ム146.447 ム16.5

7 交通安全対策特別交付金 13.000 0.1 ム500 ム3.7 7 商 工 費 401.101 2.3 ム3.724 ム0.9

8 分担金及び負担料 495.672 2.8 43.269 9.6 8 土 木 'pi 3，296守579 18.7 587.510 21.7 

9 使用料及び手数料 273.350 1.5 10，032 3.8 9 i内 防 'J'( 834.529 4.7 74.282 9.8 

10国庫支 出 金 3.074.577 17.4 73.839 2.5 10教 -"円2さ 1.'1 2 .115，345 12.0 ム599可143 ム22.1

11 県 支 出 金 600.358 3.4 ム147，486 ム19.7 11 災害復旧費 262.422 l.5 174町639 198.9 

12 財 産 収 入 17.221 0.1 101 0.6 12 公 1長 1，614，925 9.2 30.774 1.9 

13 宿 附 金 0.0 。0.0 13 諸支出金 9‘000 0.1 。。。
14 繰 入 金 354.001 2.0 ム55.200 ム13.5 14予 備 10.000 0.1 。0.0 
15 繰 越 金 0.0 。。。
16 諸 ~X 入 967.884 5.5 ム5，495 ム0.6

17 市 !六 l.397.100 7.9 ム22.400 ムl.6

歳入合 言十 17，642，000 100.0 146，000 0.8 歳出合計 17.642.000 100.0 146，000 0.8 

特別会計・企業会計予算
(単位:千円，%)

歳 入 (収入) 歳 出 (収入)
区 分

平成 5年度 増減率 平成 5年度 増減本

国民健康保険事業勘定 3，738，804 2.2 3，738，804 2.2 
特

老 人 f呆 健 2，534，635 4.2 2，534，635 4.2 

日IJ 高等看護学院 65.701 0.2 65，701 0.2 

長者森平和公園造成事業 3，098 0.0 3，098 0.0 

i百b、
下 水 道 事 業 1，442，182 3.1 1，442，182 3.1 

農業集落排水事業 218.197 ム35.2 218.197 ム35.2
計

l口L 言十 8，002，617 l.3 8，002，617 l.3 

」人ι 道 事 業 1，029，298 ム39.2 1，501，824 ム23.4

業 工業用水道事業 135，199 ム20.5 146，822 ム14，1

~ 
病 R完 事 業 4，892，356 14.4 5，244，161 9.1 

言十
ムロ 計 6，056，853 ムl.3 6，892，807 ム0.6

手成5年4) J 15日 4 
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水
面
に
姿
を
映
し
円
満
な
発
達

を
、
意
欲
的
に
学
ん
で
成
長

・

発
展
し
て
い
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姿
を
「
ナ
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文
字
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、
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合
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し
た
。
 

校
章
作
成
者
 
原
 
八
恵
氏
 

（
市
内
末
広
町）
 

平成 5 年 4 月15日 】り
 

四
月
五
日
、
野
里
小
学
校
、
松
野
木
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
、
 

新
生
「
長
橋
小
学
校
」
（
市内
神
山
字
山
越
一
と
一
六
、
山
内
卓
司

校
長
、
児
童
数
一
七
〇
名
）
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ー
長
橋
溜
池
の
水
も
清

く
ー
。
 

校
舎
は
、

長
橋
溜
池
の
ほ

と

り
に
位
置
し
、
敷
地
面
積
は
、
一
一

三
、
 一
三
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
校

舎
の
延
床
面
積
は
、
二
、
二
八
一
一

平
方
メ
ー
ト
ル
、
八
角
形
の
食
堂

を
備
え
た
明
る
い
、
ク
リ
ー
ム
色

の
校
舎
と
な
り
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
 

「野
里
小
学
校
、
松
野
木
小
学
校
 
 

の
、
こ
れ
ま
で
の
素
晴
ら
し
い
伝

統
を
、
こ
れ
か
ら
は
、
長
橋
小
学

校
に
生
か
し
、
更
に
、
輝
や
か
し

い
歴
史
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
」
と
、
 

新
し
い
門
出
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
 

児
童
を
代
表
し
て
、
六
年
生
の

今
美
由
紀
さ
ん
は
 

「両
校
が
築
い
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
基
礎
を
、
更
に
み
ん
な
で
大
事

に
守
り
育
て
て
い
き
た
い
」
 
と
希

望
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

声高らかに、新校歌をうたう。 

〈
校
 
歌
〉
 

一
、清

く
澄
ん
で
る
  
山
な
み
の
 

流
れ
る
水
の
 
さ

さ
や
き
は
 

誠
の
道
を
 
お

し
進
め
 

み
ん
な
で
学
ぶ
  
楽
し
さ
よ
 

み
 

光
が
庭
に
  

満
ち
あ
ふ
れ
 

長
橋
さ
と
に
  

広
げ
ゆ
く
 

作
詞

・
作
曲
 
松
野
 
憲
一
氏
 

（
市内
神
山
、
殊
ノ
峰
）
 

五
所
川
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
 

（
高満
タ
力
委
員
長
、
団
員
千
九

百
人
）
の
、五
所
川
原
分
団
（
松林

陸
子
分
団
長
）
では
、三
月
二
十
「一
 

こ
れ
は
、
お
い
し

い
 

ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
、
大
よ
ろ
こ
び
 

日
、
市
内
の
、
ひ
と
り
暮
し
の
老

人
二
十
五
人
に
、
団
員
手
づ
く
り

の
昼
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

塩
分
を
控
え
た
、
焼
魚
、
煮
し

め
、
け
の
汁
な
ど
、
お
年
寄
り
好

み
の
ご
ち
そ
う
に
、
贈
ら
れ
た
み

な
さ
ん
は
、大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。
 

奉
仕
団
は
、
市
の
開
催
す
る
、
梅

ま
つ
り
、
花
菖
蒲
ま
つ
り
、
産
業

ま
つ
り
、
文
化
祭
、
冬
フ
エ
ス
テ
 

1

ハ
ル
等
で
、
そ
ば
、
お
で
ん
な

ど
の
手
づ
く
り
食
堂
を
経
営
、
そ

の
益
金
で
、
こ
の
よ
う
に
、
ひ
と

り
暮
し
の
人
達
へ
、
ご
ち
そ
う
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

橋
小
学
校
開
校
式

|
長
橋
溜
池
の
水
も
清
く
1
0

^ 校
立
早
〉

小
央
の
円
は
池
を
、
四
つ
の

鋭
角
は
ナ
ガ
ハ
シ
の
頭
文
字
の

四
月
五
日
、
野
里
小
学
校、

松
野
木
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
、

新
生

「長
橋
小
学
校
」(
市
内
神
山
字
山
越

一
土

工
ハ、

山
内
卓
司

校
長
、
児
童
数
一
七

O
名
)
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た。

校
舎
は
、
長
橋
溜
池
の
ほ
と

り
に
位
置
し
、
敷
地
面
積
は
、
二

三
、

一
三
六
平
・万
メ
ー
ト
ル
、
校

舎
の
延
床
面
積
は
、
二
、
二
八
二

平
方
メ
ー
ト
ル
、
八
角
形
の
食
堂

を
備
え
た
明
る
い
、
ク
リ
ー
ム
色

の
校
合
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は

「
野
里
小
学
校
、
松
野
木
小
学
校

「
ナ
」
を
、

四
隔
の
曲
線
は
党

珠
の
山
並
み
を
表
し
て
い
る
。

水
面
に
安
を
映
し
円
満
な
発
達

を
、
怠
欲
的
に
学
ん
で
成
長

・

発
展
し
て
い
く
姿
を
「
ナ
」
の

文
字
に
、
特
き
合
い
助
け
合
っ

て
行
く
こ
と
を
山
並
み
に
こ
め

て
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

校
古
川
十
作
成
お
原
八
忠
氏

(市
内
末
広
町
)

の
、
こ
れ
ま
で
の
素
晴
ら
し
い
伝

統
を
、
こ
れ
か
ら
は
、
長
橋
小
学

校
に
生
か
し
、
更
に
、
輝
や
か
し

い
歴
史
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
」
と
、

新
し
い
門
出
を
・お
祝
い
し
ま
し
た
。

児
童
を
代
表
し
て
、
六
年
生
の

今
美
由
紀
さ
ん
は

「
両
校
が
築
い
で
き
た
こ
れ
ま
で

の
基
礎
を
、
更
に
み
ん
な
で
大
事

に
守
り
育
て
て
い
き
た
い
」
と
希

望
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

美由紀さん

声高らかに、新校歌 をうたう。

て̂告長品光害み誠E流計百1校
'"椅tがんのれく
さ JX王=な道2る j登ォ

市12とにでを水字ん NJ，.
内聞に 学Z ので 司入

古松 る v
、里子広~?前み楽高おさ 山 Z
殊 げちししさか
ノ窓ゆあさ進干やみ
峰 ーくふよめきの
) 氏れは

こ
れ
は
、
お
い
し
い

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
大
よ
ろ
こ
び

五
所
川
原
市
赤
十
字
奉
仕
団

(向
満
タ
カ
委

μ長
、
同
日
千
九

百
人
)
の
、
五
所
川
原
分
団
(
松
林

睦
子
分
同
長
)
で
は
、
三
月
二
ト
三

-̂-
"7 

日
、
市
内
の
、
ひ
と
り
暮
し
の
右

人一

一卜
丘
人
に
、
団
H
H
子
づ
く
り

の
伺
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

塩
分
を
控
え
た
、
焼
魚
、
殺
し

め
、
け
の
汁
な
ど
、
お
年
寄
り
好

み
の
ご
ち
そ
う
に
、
附
ら
れ
た
み

な
さ
ん
は
、
大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。

準
仕
同
は
、
市
の
開
催
す
る
、
梅

ま
つ
り
、
花
パ
清
ま
つ
り
、
産
業

ま
つ
り
、
文
化
祭
、
冬
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
等
で
、
そ
ば
、
お
で
ん
な

ど
の
子
ィ
つ
く
り
食
堂
を
経
常
、
そ

の
益
金
で
、
こ
の
よ
う
に
、
ひ
と

り
持
し
の
人
法
へ
、
ご
ち
そ
う
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
も
の
で
す
。

、 1~1，Ji: 5年4月15115 



クリーム色のモダンな建物に、松の緑と

白樺が美しい。 

（現在、敷地内には、50本程の大きな白樺

がありますが、昨年、新たに植栽した130本

の白樺は、 日に日に枝をひろげています。） 

@ ⑩ （霧） 
赤・赤・赤～い 

りノえノこ’の花まつり 
会期 5 月 8日田～5 月 9日同

会場 鎌谷町・ーッ谷地区 

「赤～いりんごの並木道」 

間い合わせ 総務課（内線325) 

詳
し

い
こ
と

は
、

五
月
一
日
号

に
掲
載
し

ま
す
 

更

に
お
い
し

い
「
水
」
を
 

飯
詰
浄
水
場
改
造
工
事
完
成
 

昨
年
の
四
月
、
改
造
工
事
を
進

一
め
て
い
た
、
第
五
次
拡
張
事
業
飯

詰
浄
水
場
改
造
工
事
が
完
成
、
」
一

月
二
十
五
日
、
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

飯
詰
浄
水
場
は
、
昭
和
二
年
、
 

青
森
市
に
次
い
で
、
二
番
目
に
給

水
を
開
始
し
た
、
歴
史
あ
る
浄
水

場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

今
後
は
、
水
道
事
業
所
中
央
管

理
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
中
央

監
視
盤
に
よ
り
、
複
雑
化
し
た
水

道
施
設
を
遠
方
監
視
制
御
し
、
水

圧
、
水
位
、
水
量
、
水
質
、
バ
ル

ブ
開
閉
等
を

一
元
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
更
に
お
い
し
い
 
「生
命

の
水
」
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
 

。
 

岡
五
所
川
原
青
年
会
議
所
（
山
目
 

6
 

俊
輔
理
事
長
）
で
は
、
使
用
済
み
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
（
テ
レカ
）
を集
め
、
 

国
際
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
神
戸
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
 

プ
 
「サ
ー
ク
ル

・
バ
ハ
ギ
ア
」
 
が中

心
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る
も
の
で
、
 

日
本
全
国
の
青
年
会
議
所
が
協
力
し

て
い
ま
す
。
 

使
用
済
み
の
テ
レ
カ
は
、
ョ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
で
は
沢
山
の
需
要
が
あ
り
、
 

そ
の
売
り
上
げ
で
、
世
界
各
国
の
少

数
民
族
の
医
薬
品
等
の
援
助
を
し
て

い
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
テ
レ
カ

百
枚
で
、
子
供
一
人
の
一
年
分
の
ミ

ル
ク
代
と
な
り
ま
す
。
 

カ
ー
ド
の
受
付
け
設
置
場
所
は
青

年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
関
連
す
る
会

社
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
問
い
合
わ
せ
 

囲
青
年
会
議
所
廿
三
五
ー
四
〇
四
九
 

もったいない 

私達にもできる 

国際貢献 

平成 5 年 4 月15日 

更
に
お
い

し
い

「水
」
を

。

飯
詰
浄
水
場
改
造
工
事
完
成

クリーム色のモダンな建物に、松の緑と

白俸が美しし、。

(現在、敷地内には、 50本程の大きな白僚

がありますが、 昨年、新たに植栽 した130本

の白俸は、日に 日に枝をひろ げ‘ています。)

昨
年
の
同
月
、
改
造
工
事
を
進

め
て
い
た
、
第
五
次
拡
張
事
業
飯

詰
浄
水
場
改
造
工
事
が
完
成
、
二
一

月
二
十
五
日
、
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

飯
詰
浄
水
場
は
、
昭
和
二
年、

占
森
市
に
次
い
で
、

二
番
日
に
給

水
を
開
始
し
た
、
歴
史
あ
る
浄
本

場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
水
道
事
業
所
中
央
管

理
セ

ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
中
央

監
視
盤
に
よ
り
、
複
雑
化
し
た
ぷ

道
施
設
を
遠
方
監
視
制
御
し
、
水

圧
、
水
位
、
水
量
、
水
質
、
バ
ル

ブ
開
閉
等
を

一
元
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
更
に
お
い
し
い
「
生
命

の
水
」
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

。

もったいない

私達にもできる

国際貢献

』也凶幽ι
、--..，(・】叫E・・v
-3軍司Eヨ.
雲~r'""qで

⑧⑫⑮  

赤 ・赤・赤~い
りんごの花まつり
会期 5月8日(土).......5月9日(日)
会場 鎌谷町・ーッ谷地区
「赤~いりんこcの並木道」

問い合わせ 総務課(内線325)

川

μ
一叶
川
出
H
H
作
会
議
所

(
山
ハ

俊
輔
用
事
長
)
で
は
、
使
用
済
み
テ

レ
ホ
ン
カ

l
ド
(
テ
レ
カ

)を
集
め
、

同
際
貢
献
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
通
勤
は
、
神
-
ド
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
サ
ー
ク
ル

・
パ
ハ
ギ
ア
」
が
小

心
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る
も
の
で
、

日
本
全
同
の
山
年
会
議
所
が
協
力
し

て
い
ま
す
。

使
用
済
み
の
テ
レ
カ
は
、
ヨ

l
ロ

ツ
ハ
各
地
で
は
沢
山
の
需
安
が
あ
り
、

そ
の
売
り

k
げ
で
、
世
界
各
国
の
少

数
民
族
の
医
薬
品
等
の
俊
助
を
し
て

い
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
テ
レ
カ

行
枚
で
、
子
供

一
人
の
-
年
分
の

ミ

ル
ク
代
と
な
り
ま
す
。

カ
ー
ド
の
受
付
け
設
置
場
所
は
白
川

年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
関
連
す
る
会

社
写
と
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

同
庁
年
会
議
所
会

-e-九
|
問

O
問
九

6 、I'"x5年4) 11511 

詳
し
い
こ
と
は
、

に
掲
載
し
ま
す
。
五
月
一
日
号



私

の
風
景
  

⑩
 

木
 

村
 

春
 
夫

さ
ん
 

（
市内
ー
ツ
谷

一
ニ
七
 
四
）
 

「
散
 
歩
 
道

」
 

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
退
職

後
の
生
き
が
い
の
ベ
ス
ト
3

は
、
 

第
一
に
「健
康
」
、第
二
に
 
「趣

味
」
、第
三
に
「
仕
事
」
と
な
っ

て
い
る
。
 

平
凡
で
は
あ
る
が
、
私
も
健

康
が
第
一
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
私
の
健
康
法
の
ー
つ
は
散

歩
す
る
こ
と
に
あ
る
。
家
か
ら

最
も
近
い
旧
十
川
堤
防
を
散
歩
 

道
の
ー
つ
に
選
ん
で
い
る
。
此

処
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に愛
犬

と
散
策
を
楽
し
む
人
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
す
る
人
な
ど
が
、
 一
面

識
も
な
い
の
に
明
る
く
挨
拶
を

交
わ
す
。
 

堤
防
か
ら
の
眺
め
は
実
に
よ

い
。
取
り
分
け
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
 

ー
ツ谷
の
す
ぐ
東
に
小
さ
な
杉

の
森
が
あ
り
、
そ
の
左
右
に
雑

木
が
長
く
続
い
て
生
え
て
い
る

個
所
が
好
き
で
あ
る
。そ
れ
は
、
 

中
山
山
脈
が
バ
ッ
ク
に
な
っ
て

絵
画
を
見
て
い
る
お
も
い
が
す

る
。
私
に
は
絵
心
は
な
い
が
、
 

四
季
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
風
情
を

持
ち
幾
枚
か
の
絵
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
 

こ
の
道
を
歩
い
て
六
年
に
な

る
が
、
益
々
愛
着
が
増
す
不
思

議
な
道
で
あ
る
。
 

（
善
意
の
花
か
ご

）
 

平成 5 年 4 月15日 
"

'
 

,
 

市役所玄関（ 1階）に 

車ィス用 

昇降機が運転 

イ
ス
で
の
来
庁
舎
の
た
め
の
昇

降
機
取
り
付
け
工
事
が
完
成
、
 

四
月
六
日
、
運
転
を
開
始
し
ま

し
た
。
 

こ
の
昇
降
機
を
使
用
し
た
い

方
は
呼
び
釦
を
押
す
と
係
員
が

来
ま
す
の
で
、
あ
と
は
指
示
に

従
っ
て
項
く
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
平
成
五
年
度
の
生
活

改
善
事
業
計
画
と
し
て
、更
に
、
 

庁
舎
前
に
車
イ
ス
用
ス
ロ
ー
プ
 

俳 

句
 

五
所
川
原
女
性
俳
句
会
 

ぬ
く
も
り
の
看
護
婦
の
言
葉
鳥

帰
る
 

野
村
 
と
し
 

鳥
帰
る
さ
よ
な
ら
と
振
る
黄
の

帽
子
 

対
馬
 
障
子
 

田
の
果
て
の
果
て
よ
り
の
風
春

告
げ
る
 

長
津
 
幸
子
 

荒
海
に
堪
え
し
若
布
の
や
わ
ら

か
き
 

小
栗
山
ひ
で
 

鳥
帰
る
空
に
伸
び
ゆ
く
電
送
塔
 

斎
藤
 
さ
だ
 

母
を
訪
ふ
近
道
小
道
蕗
の
た
う
 

成
田
 
市
子
 

雪
解
沼
小
鳥
の
地
鳴
ひ
そ
や
か

に
 

斎
藤
今
日
子
 

冬
山
に
母
の
思
ひ
出
眠
り
け
り
 

小
野
 
郁
子
 

め
 
か

り

ぶ
ね
 

和
布
刈
舟
な
ご
り
の
波
の
砂
を

曳
く
 

松
宮
 
梗
子
 

わ
か
 
め
 
あ
え
 

若
布
和
手
に
青
々
と
海
の
い
ろ
 

高
松
 

栄
 

な
に
も
か
も
過
ぎ
て
し
ま
ひ
ぬ

彼
岸
風
 

前
田
せ
い
女
 

「住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
 

の
取
り
付
け
、
身
障
者
用
ト
イ

く
り
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
 

レ
等
の
計
画
も
予
定
し
て
い
ま

予
て
よ
り
す
す
め
て
い
た
、
車
 
す
。
 

⑥
市
体
育
協
会
へ
 

〇
市
体
育
振
興
協
力
会

（
工藤
常
四
郎
代
表
）
廿
市
民体
育
館
等
売
店
収
益
金
 
二
十
万
円
 

散

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
退
職

後
の
生
き
が
い
の
ベ
ス
ト
3
は、

第

一
に
「
健
康
」
、
第
二
に

「趣

味
」
、
第
三
に
「
仕
事
」
と
な
っ

て
い
る
。

74民
ー'

私
の
風
景

道
L 

平
凡
で
は
あ
る
が
、
私
も
健

康
が
第

一
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
私
の
健
康
法
の
一
つ
は
散

歩
す
る
こ
と
に
あ
る
。
家
か
ら

最
も
近
い
旧
十
川
堤
防
を
散
歩

⑩ 

木

村

春

夫

さ

ん

(市
内

一
ツ
谷
一
二
七

l
四
)

道
の

一つ
に
選
ん
で
い
る
。
此

処
で
は
、
毎
円
の
よ
う
に
愛
犬

と
散
策
を
楽
し
む
人
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
す
る
人
な
ど
が
、
一
面

識
も
な
い
の
に
明
る
く
桟
拶
を

交
わ
す
。

堤
防
か
ら
の
眺
め
は
実
に
よ

い
。
取
り
分
け
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン

一
ツ
谷
の
す
ぐ
束
に
小
さ
な
杉

の
森
が
あ
り
、
そ
の
左
右
に
雑

木
が
長
く
続
い
て
生
え
て
い
る

個
所
が
好
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

中
山
山
脈
が
パ
ッ
ク
に
な

っ
て

絵
画
を
見
て
い
る
お
も
い
が
す

る
。
私
に
は
絵
心
は
な
い
が
、

四
季
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
風
情
を

持
ち
幾
枚
か
の
絵
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
道
を
歩
い
で
六
年
に
な

る
が
、
益
々
愛
持
が
増
す
不
思

議
な
道
で
あ
る
。

市役所玄関(1階)に
車イス用
昇降機が運転

イ
ス
で
の
来
庁
舎
の
た
め
の
界

降
機
取
り
付
け
工
事
が
完
成
、

四
月
六
日
、
運
転
を
開
始
し
ま

し
た
。こ
の
昇
降
機
を
使
用
し
た
い

方
は
呼
び
釦
を
押
す
と
係
員
が

来
ま
す
の
で
、
あ
と
は
指
示
に

従
っ
て
頂
く
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
ゃ
つ
く

り
事
業
の
平
成
五
年
度
の
生
活

改
努
事
業
計
画
と
し
て
、
更
に
、

庁
合
前
に
車
イ
ス
用
ス
ロ
ー
プ

の
取
り
付
け
、
身
障
者
用
ト
イ

レ
等
の
計
画
も
予
定
し
て
い
ま

す。

「
住
み
よ
い
招
祉
の
ま
ち
。
つ

く
り
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、

予
で
よ
り
す
す
め
て
い
た
、
車

善
意
の
花
か
ご

理E
圃

帰ぬ
るく
も
り五
σコ 戸斤
肴+川
護 l 原
野鮒ス女
中ずの性
言 俳
と葉句
し烏会

応
帰
る
さ
よ
な
ら
と
振
る
黄
の

相

子

対

馬

町

子

回
の
果
て
の
果
て
よ
り
の
風
春

告

げ

る

長

津

幸

子

荒
海
に
堪
え
し
若
布
の
や
わ
ら

か

き

小

栗

山

ひ

で

九
州
る
空
に
伸
び
ゆ
く
電
送
塔

斎

藤

さ

だ

母
を
訪
ふ
近
道
小
道
路
の
た
う

成

田

市

子

に雪?
角平"
Y召

4同
σ3 
土也
斎 q烏
百主主 ひ
今そ
日ふや
二子力、

冬
山
に
吋
の
忠
ひ
出
眠
り
け
り

小

野

郎

子

半年L曳ひ和品
不fi'"く布山
手口::' :xリか
子 舟五
にな
育ご
々り
高と松の
松海古波
σ〉 σコ
い宇夏?砂
栄ろ子を

f皮な
岸に
風も
ヵ、
も
Jl!l 
き、、

前て
回し
せま
しミ E少
女 iぬ

@
市
体
育
協
会
へ

O
市
体
育
振
興
協
力
会

(
工
藤
常
四
郎
代
表

)
1市
民
体
育
館
等
売
底
収
益
金

二
十
万
円

、ドbli:5年4月15U7 



四
月
一
日
、
県
警
交
通
機
動

隊
の
藤
崎
分
駐
隊
五
所
川
原
分

遣
隊
（
成
田
参
蔵
分
遣
隊
長
）
 

の
発
隊
式
が
、
五
所
川
原
警
察

署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

分
遣
隊
は
、
五
所
川
原
を
中

心
と
し
た
西
北
地
方
の
交
通
機

動
を
強
化
す
る
た
め
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
飲
酒

・
暴
走
連
転

等
徹
底
し
た
取
り
締
ま
り
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

パ
ト
カ
ー
二
台
、
白
バ
イ
ー
ー
 

十
台
は
早
速
、
市
民
の
安
全
確

保
の
た
め
、

い
っ
せ
い
に
春
の

街
へ
と
出
動
し
ま
し
た
。
 

飲酒・暴走運転追放．’ 

「交通機動隊五所川原分遣隊」が 

発足 

平成 5年度農業日雇賃金 

耕転機等機械賃借料標準額 

1．農業日雇賃金 

田
畑
別
 
いこご、 

5 年度標準額 

男 女 

水
 
田
 

田 	植 
1日当り
賄 な し 4,500円 4,500円 

稲 ク 4,500円 4,500円 

脱穀調整 ク 4,500円 4,500円 

畑
  

りんご勇定 
（特技者を除く） 

1日当り
賄 な し 6,000円 

りんご授粉 ク 4, 000円 4,000円 

りんご摘果 ク 4,000円 4,000円 

りんご袋掛 1日当り 4,200円 

りんご収穫 
1日当り
賄 な し 4,000円 4,000円 

薬剤散布作業 ク 4,000円 4,000円 

一般農作業 ク 4,000円 4,000円 

2.耕転機等賃金料 

機
械
別
 

作 	業 	別 
5 年度 

標準額 

耕ト 

フ 

転ク 

タ 

起 I 

田 打 砕 	き 10 	a 	当 	り 4,900円 

畑 打 砕 	き ク 4,900円 

田 	荒 しろかき 10 a当り（ 2回） 3,900円 

田 	植 しろかき ク 	ク 3,900円 

耕起より しろかき 10 	a 	当 	り 12,500円 

ノぐ 	イ 	ン 	ダ 	一 糸持10 a 当り 8,500円 

ハ ー ノぐ ス タ ー 人付10 a 当り 8,500円 

コ 	ン 	ノぐ 	イ 	ン ク
  

16,000円 

17,000円 
（結束刈り） 

10,000円 
（麦） 

田 	植 	機 ク 4,900円 

オペレーター賃金 1 日 当 り 6,500円 

@)1 日の労働日寺間を 8時間とし、賄なしを

基準とする。 

⑥標準賃金で計画的な農業経 

営の安定をはかりましょうク 

環境緑化まつり 

「花と緑の市」へどうぞ 

昨年の緑化まつり風景 

レ日時 4 月21日（水）~4月23日（金） 

9時～17時（イ旦し21日は午前9 : 30開場） 

Dところ 市庁前 お祭り広場 

レ行事内容 〇庭園樹等展示即売会（一般庭園 

樹鉢花類、山草類） 〇入学記念樹贈呈 〇w 

木の無償配布 〇実技講習会（4 月23日（金）午 

後 1時より） 〇緑の羽根募金 〇みどりのク 

イズコーナー 

〇問い合わせ 農林課（内線216) 

平成 5年 4 月15日 8 

飲酒・暴走運転追放Y

「交通機動隊五所川原分遣隊」が

発足

平成5年度農業日雇賃金
耕転機等機械賃借料標準額

四
月
s

一
日
、
県
野
交
通
機
動

隊
の
鎌
崎
分
駐
隊
五
所
川
原
分

遣
隊

(成
問
参
成
分
遣
隊
長
)

の
発
隊
式
が
、
五
所
川
原
符
察

署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
遣
隊
は
、
五
所
川
原
を
中

心
と
し
た
阿
北
地
ト
刀
の
交
通
機

動
を
強
化
す
る
た
め
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
飲
柄
・
日
都
危
運
転

手
徹
低
し
た
取
り
締
ま
り
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

パ
ト
カ
ー
-
一台
、
れ
パ
イ
4

一

卜
介
は
い
述
、
市
民
の
安
全
確

保
の
た
め
、
い
っ
せ
い
に
容
の

街
へ
と
出
動
し
ま
し
た
。

回

ーメご!!
5年度標準額

畑
別 男 女

回 植
1 I1当り 4，500円 4，500円}時Iなし

71'< 
F活 刈 イシ 4，500円 4，500円

田
脱穀調整 。 4，500円 4，500円

り校ん者ごを努除定
1 r 1当り 6，000円

(特<) j時Iなし

りんご綬粉 イシ 4，000円 4，000円

畑 りんご摘果 イシ 4，000円 4，000円

りんご袋掛 1日当り 4，200円

りんご収穫
1日巧り

4，000円 4，000円Jlnなし

薬剤散布作業 '" 4，000円 4，000円

一 般農作業 '" 4，000円 4，000円

1 .農業日雇賃金

環境緑化まつり

「花と緑の市」へどうぞ

l>日時 4月21日(水)ー 4月23nc鉛

9 11、子-1711、子(但し21Uは午前9: 30開場)
l>ところ 市庁前 お祭り広場

l>行事内容 0催国樹等展示即売会(ー般催国

樹鉢花如、山平矧) 0入学記念樹J1粘土 0白

木の無償配布 0実技品開会(4 Jl23!::l (匂午

f& 1 11寺より) 0車求の羽干艮主主くit 0みどりのク
イズコーナー

0問い合わせ

昨年の緑化まつり風景

機械
作 業 別

5年度

月IJ 標準額

耕ト
回 .:JT 砕 き 10 a 当り 4，900円

ラ畑 打 砕 き 。 4，900円

率五ク 田 荒しろかき 10a当り(2同) 3，900円

タ田 植しろかき " " 3，900円
起 l
耕起よりしろかき 10 a 当 り 12，500円

ノf イ ノ ダー 糸持10a ~り 8，500円

ハーベスター 人付10a ~り 8，500円

16，000円

ンノt イ
17，000円

コ ノ " (結束刈り)

10，000円
(交)

田 植 機 '" 4，900円

2 .耕転機等賃金料

四
J11iなしを

当

~1 日の労働時間 を 8 11辛口日 とし、

基準とする。

円オペレーター賃金

8 

(内幸泉216)

平成5年4月15日

農林諜

⑨標準賃金で計画的な農業経

営の安定をはかりましょう .ゲ



ビテオカメラ 

初級、初心者のための実践講習 
（無料） 

レ日時 毎月第 2 ・第 4 土曜日 午後1時。 

初回は 4 月24日 

レ場所 五所川原中央公民館、視聴覚室 

レ申し込み ご都合のよい日、いつからでも参

加下さい。 

レ持参するもの ビデオカメラ （すぐ撮影でき

るよう準備して下さい） 

レ対象 一般どなたでも、ビデオカメラ愛好者。 

ビデオカメラをお持ちの方、 これから野外

に、家族連れのハイキング、旅行等、撮影さ

れる機会が多くなります。 是非共この機会に

楽しく ビデオカメラに親みましょう。 

個人個人の初級実践講習アドバイスです。 

日時に御都合のつかない方は別の日に行いま

す。 御連絡下さい。 

D連絡先 市内敷島町 織野まで廿34 -2 544 

ン後援 MTCビテ’オクラフ’ 

卓球愛好会 
レ対象 どなたでも会員になれます（初 

心者大歓迎） 

レ練習 毎週木曜日（午前10時～正午） 

D場所 市民体育館（サブ体育館） 

レ連絡先 昼間 古川（e35-7919) 

夜間 午後 6 時以降 花田（廿34-5399) 

◇おわびと訂正 

4 月 1 日号、「青森県婦人の船」 の参加申込み

が 5 月1 日から 5 月31日までとなっていますが、 

4 月 1日から 4 月30日まて二と訂正しておわびし

ます。 

中央公民館 

「みんなの教室」 
始めてみませんか一楽しいですよ 

レ期間 5 月より12月ごろまて、 

レ内容 健康、豊かな人生、レク I)エーション、 

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

習します。 

レ受講料 無耕斗（ただし、実費は必要です） 

レ申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、 

氏名、年齢、‘性別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。（希望教室は一人で一教

室です） 

レ申し込み締切 5 月14日（金）（各教室とも先着

順で定員になり次第締め切りとなります） 

※お申し込みやお間い合わせは、市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7 か35-6056番）へどうぞ。 

教室名 曜日 時 間 定員 講氏名 

茶 	道 水 
午10 】00- 
前 	12 】 00 20 裏千家 

松坂 宗和先生 

生 	花 木 
10 : 00- 

12 : 00 20 遠州流 
渋谷 とく先生 

料 	理 木 
10 : 00- 

12 : 00 30 山本 	淳先生 

洋 	裁 土 
10 : 30- 

12 : 00 
何名
でも 

野呂三枝子先生 

着 	イ・」一 金 
10 : 00-- 

12 : 00 30 鶴谷公美子先生 

ち ぎり絵 木 
10 : 00- 

12 : 00 20 神 貴美子先生 

ス ポー ッ 火 
10 : 00- 

12: 00 60 藤田 妙子先生 

書 	道 水 
10 : 00- 

12: 00 25 東奥書道 
時田 智子先生 

藤 手 芸 火 
10: 00- 

12 : 00 20 藤森 せっ先生 

日本舞踊 金 
10: 00- 

12: 00 
何名
でも 

藤間 綾彩先生 

パソチワーク 木 
9 】 30-
ii: 30 20 三上 久子先生 

英 	語 土 
19 : 00- 

21: 00 20 三浦 志伸先生 

-4月から、月額10,500円に0 国 民 年 金 

    

農
林
漁
業

・
自
営
業
、
学
生

な
ど
の
、
第

一
号
被
保
険
者
が

納
付
す
る
国
民
年
金
保
険
料
が

平
成
五
年
四
月
分
か
ら
月
額

一

万
五
百
円
に
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
付
加
保
険
料
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「ま
た
、
保
険
料
が
上
が
る

の
？
」
と
不
満
で
し
ょ
う
が
、
 

ま
す
ま
す
進
展
す
る
高
齢
化
社

会
に
む
か
っ
て
安
定
し
た
生
金

制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
 

年
金
額
と
そ
の
財
源
で
あ
る
保

険
料
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
、
年
金
額
の
引
き

上
げ
や
受
給
者
の
増
加
に
伴
う

生
金
給
付
費
増
に
対
応
す
る
た

め
に
、
保
険
料
を
毎
年
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
 

在
金
制
度
は
、
世
代
と
世
代

の
社
会
的
な
支
え
合
い
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
 
国
保
年
金
係
 

（内
線
二
五
八
）
 

9 平成 5 年 4 月15日 

  

    

|中央公民館|

「みんなの教室」
始めてみませんか一楽しいですよ

ビデオカメラ
初級、初心者のための実践講習

(無料)

1>期間 5月より 12月ごろまで

1>内容健康、笠かな人生、レクリ ェーション、

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

宵します。

1>受講料 無料(ただし、実質は必要です)

じ〉申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、

お申し込みください。(希望教室は一 人で一教

室です)

1>申し込み締切 5 Jl14日(鎚(各教室とも先在

}I阪で定員になり次第締め切りとなります)

※あ、申し込みやお問しヨ合わせは、市中央公民館

( rfi内鎌谷町 117-7ft35-6056番)へどうぞ。

午後 1n寺。

視聴党室

いつからでも参

(すぐ撮影でき

1>日時

教室名 限日 時間 定員 減氏名

茶 道 ;1<. 
午10:00-

20 
義干家

前 12: 00 松坂宗利先生

生 イt* 
10: 00-

20 
i韮州流

12 : 00 渋谷 とく先生

H fl]! 木
10: 00-

30 山本 淳先生
12 : 00 

i竿 I占 上
10: 30- 何名

野呂三枝子先生
12 : 00 でも

.{i: 1 J 金
10: 00-

30 鶴谷公美子先生12: 00 

ちぎり絵 木
10: 00-

20 神 :ct美子先生
12: 00 

スポーツ 火
10: 00-

60 凝固妙子先生
12: 00 

.!.~ 道 水
10: 00-

25 
東奥書道

12 : 00 日寺田 符子先生

綴手芸 火
10: 00-

20 d長森せつ先生
12: 00 

日本鋒踊 金
10: 00- {可名

藤間絞彩先生
12 : 00 で、も

パ Jチワーク 木
9: 30-

20 三上久子先生
11 : 30 

英 J五n ーと
19: 00-

20 三浦志伸先生
21 : 00 

卓球愛好会
じ〉対象 どなたでも会員になれます

心者大歓迎)

1>練習 毎週木曜日(午前10時~正午)

b場所 市民体育館(サブ体育館)

1>連絡先 昼間古川(ft35-7919) 

夜間午後 6時以降花田(宮34-5399)

毎月第 2 ・第 4土眼目

初回は 4月24日

1>場所五所川原中央公民館、

1>申し込み ご都合のよい口、

加下さいo

b持参するもの ビデオカメラ

るよう準備して Fさい)

1>対象 一般どなたでも、ビデオカメラ愛好省。

ビデオカメラをお持ちの万、これから野外

に、家族連れのハイキング、旅行等、撮影さ

れる機会が多くなります。是非共この機会に

楽しくビデオカメラに親みましょう 。

個人個人の初級実践講胃アドバイスです。

日時に御都合のつかない方は別の 日に行いま

す。御連絡下さい。

仁〉連絡先市内敷島町織野まで 宮34-2544

1>後援 MTCビデオクラブ

(初

。 おわびと訂正

4月 1日号、「青森県婦人の船」の参加rl::l込み

が 5月 1日から 5月31日までとなっていますが、

4月 1口から 4月30日までと訂正しておわびし

ます。

-4月から、月額10，500円に。圏直面軍司副
農
林
漁
業

・
白
営
業
・
学
生

な
ど
の
、
第

一
号
被
保
険
者
が

納
付
す
る
国
民
年
金
保
険
料
が

平
成
五
年
四
月
分
か
ら
月
額

一

万
五
百
円
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
付
加
保
険
料
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ま
た
、
保
険
料
が
上
が
る

の
つ
」
と
不
満
で
し
ょ
う
が
、

ま
す
ま
す
進
展
す
る
高
齢
化
社

会
に
む
か

つ
て
安
定
し
た
年
金

制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

年
金
額
と
そ
の
財
源
で
あ
る
保

険
料
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

っ
て

い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
年
金
額
の
引
き

上
げ
や
受
給
省
の
地
加
に
伴
う

年
金
給
付
費
増
に
対
応
す
る
た

め
に
、
保
険
料
を
毎
年
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。年
金
制
度
は
、
世
代
と
世
代

の
社
会
的
な
支
え
合
い
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
係

(内
線
二
五
八
)

平成5年4月15日9 
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ぼくのニックネーム 

【ムッシィマン】です 

よろしくね 

市
民
の
健
康

・
体
力
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
 

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
運
動
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
 

ー
ス
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
 

「
コ
ー
ス
走
り
初
め
会
」
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

4月
の
 
ス
ポ
ー
ツ
 

お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 

「コ
ー
ス
走
り
初
め
会
」
 

募集します 

野鳥の村ォープン 
市民自然観察会 

バード・ウォッチング、山野草に興味のある

方、参加してみませんか。 

レ其］日 5 月16日（日） 

レ会場 飯詰明ミ噌ケ沢野鳥の村（家） 

レ講師 日本野鳥の会々員、津軽植！吻の会々員

レ参加料 無料・（ただし、バス利用者はバス代

として600円） 

ン主催 五所川原市教育委員会 

レ申し込み 4 月28日（水）まで’に教育委員会社会

教育課（廿35-2111 内線250番）へ（ただし、 

日祭日を除く） 

~ レその他 

1．市民文化会館から午前 9 時にバスが出ます。 

2．直接会場へ集合される方は、午前 9 時30分ま

でに集合してください。 

3.昼食、筆記用具、帽子、長靴等をご持参して

ください。 

4．雨天の場合は、野鳥の家で実施します。 

5．観察は、野鳥と野草に別れに同時に行います

からどちらか一方に参加することになります。 

6．お申込みの際 「バス利用の有無」 と 「観察種

目」 をお知らせください。 

※ 「野鳥の家」 は、 9 月30日まで解放しますの

で、学校、団体、家庭等で自然観察、 レク lJ 
エーション（7）場としてご利用ください。 

五所川原宝生会（謡曲） 

初心者には教本を使用して、声の出し方、謡 

う姿勢等から丁寧に個人指導を行います。 

日本人としての作法と、心のあり方を大切に 

稽古をしていきます。 

ン練習日 毎週火曜日 午後 7 時～ 9 時 

レ場 所 五所川原市中央公民館 

レ申込先 市内弥生町18 宮野 i享 

(,35-5217) 
⑥初心者の方、大歓迎です。どうぞおいでくだ 

さし、。 

「名勝仏ケ浦了D、たび 
青森県歴史の道整備促進協議会 

レ日 時 5 月16日（日） 

レコース 

五所川原中三デパート前発 6 : 30～鶴田～板 

柳～藤崎～青森～野辺」也～関根浜～佐井～観 

光汽船～仏ケ浦～佐井～大間崎～むーつ～五所 

川原中三テ『パート前着19 : 30 
）集合時間・場所 五所川原中三デパート前 

午前 6:30 
レ会 費 7, 550円（昼食・汽船代込み） 

レ申込み先 青森県歴史の道整備促進協議会事 

務局（か0177-22-9020) 
ン申込み締47J 5 月 8 日（土） 

レ申込み受付時間 午前 8 時30分～午後 4 日寺ま 

て、（日曜日、祝日を除く） 

平成 5 年 4 月15日 10 

五所川原宝生会E霊童重量
初心者には教本を使用しで、声の出し方、 謡

う姿勢等から丁寧に個人指導を行います。

日本人としての作法と、心のあり方を大切に

稽古をしていきますo

b練習日 毎週火曜日午後 7時 一 9時

c>場 所 五所川原市中央公民館

c>申込先 市内弥生町18 宮野淳

( ft35-5217) 

0初心者の方、大歓迎です。
さし、。

(謡曲)

野鳥の村オープン
市民自然観察会

山野草に興味のある

どうぞおいでくだ

「名勝仏ヶ浦」の、たび
青森県歴史の道整備促進協議会

c>日時

c>コース

五所川原中三デパート前発 6 : 30-鶴田~板

柳 ~藤崎~青森一野辺地~関根浜一佐井~観

光汽船一仏ヶ浦~佐井~大間崎一 むつ~五所

川原中三 デパート前着19: 30 

c>集合時間・場所 五所川原中三 デパー ト前

午前 6 : 30 

b会費 7，550円(昼食 ・汽船代込み)

c>申込み先 青森県歴史の道整備促進協議会事

務局 (ft0177-22-9020)

c>申込み締切 5月 8日比)

c>申込み受付時間 午前 8時30分 ~午後 4時ま

で(日曜日、祝日を除く)

5月16日(日)

ノfード・ウォァチング、

方、参加してみませんかo

b期日 5月16日(日)
c>会場飯詰味噌ヶ沢野鳥の村(家)

c>講師 日本野鳥の会々員、津軽植物の会々員

c>参加料 無料(ただし、パス利用者はパス代

として600円)

c>主催 五所川原市教育委員会

c>申し込み 4月28日(水)までに教育委員会社会

教育課(宮35-2111 内線250番) へ(ただし、

日祭日を除く)

c>その他

1.市民文化会館から午前9時 にパスが出ます。
2.直接会場へ集合される方は、 午前 9時30分 ま

でに集合してください。

3.昼食、筆記用具、帽子、長靴等をご持参して

ください。

4.雨天の場合は、野鳥の家で実施します。

5.観察は、野鳥と野草に別れに同時に行います

からどちらか一方に参加することになります。

6.お申込みの際「ノfス利用の有無」と「観察種

目」をお知らせください。

※「野鳥の家」は、 9月30日まで解放しますの

て¥学校、団体、 家庭等で自然観 察、レクリ

ェーションの場としてご利用くだ さい。
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イJa月 9[] 肖 

、  市役所公35-2111 

平成5年春の防犯運動 

＊実施期間 

平成 5年 4 月21日（加から 

平成 5年 5 月20日（わまで 

＊重点目標 

①盗難の防止 

②暴力の追放 

③少年非行の防止 

} 1ケ月間 

献血 

七和地区各婦人会協賛 

期 日 時 	間 場 	所 

4 月22日 

（木） 

午前 9時30分から
午前10時15分まで 

俵元 
農生物加工研修センター前 

午前10時30分から
午前11時30分まで 

コミュニテイハウス

原子前 

午後 0時30分から

午後 4時まで 

七和農協 
ガソリンスタンド脇 

午前 9時30分から
午前11時30分まで 

前田野目公民館前 

午後 0時30分から
午後 4時まで 

高野文化センター前 

からだにやさしい血禁成分献血 

期 日 時 	間 場 	所 

4 月30日 

（金） 

午前10時から 
午後 3時まで 

市保健センター 

1階集団指導室 

※今回の成分献血より検診医師が必要と判断し

た場合、心電図検査を追加で実施します。 

5月の保健センター相談日 

育児・健康面でお悩みの方へ 

保健婦、看護婦、栄養士がお待ちしています0 

ゆっく りと相談が受けられます。 どうぞおいて〒 

下さい。 

種 	別 開 設 日 内 	容 

母と子の 

相談 日 

第 1・第 3(金） 

5月7日 	21日 

10 : OO-12 : 00 
13 : 0O-15 : 00 
（第3 の午後は

予約相談です） 

乳児、幼児の発達相

談、育児の相談、お

母さんの悩みごと相

談など 

成人の 

相談 日 

第 2 ・第 4（金） 

5月14日 28日 

10: 00-12 : 00 
13 : 00-15 : 00 
（第4 の午後は

予約相談です） 

血圧の相談、食事の

相談、心身でご心配

なことなど 

予糸勺相談は随時、電話で受け付けます。 

く間い合わせ・連絡先＞ 

市保f建環境課健康推進係 （内線268・272) 

す く す く 健診 
レ場所 市保健センター （新町バス停前） 

ン日寺間 受イ寸 12 : 30から 

1建診 13 : 00から15: 00までの予定

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3歳児には個人通知いたします。 同封のア

ンケートに記入して、尿を小ビンに入れて

持参ください。 

※注意 ① 3 カ月健診に来れなかった方は、 

神経芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを、 

母子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓Iコ

にもらいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染一性の病気）のお

子一さんはご遠慮ください。 

③不明な点は、保健環境課にお問い合わ

せください。（内線268・272) 

月 齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
1-15 年 

1月生まれ 

H5年 

5 月11日因 

小児科診察、神経芽細胞腫

セット配布、育児情報交換等 

6カ月児 
H4年 

10月生まれ 
5 月18日因 

離乳食の試食 

発達相談日 

1 歳児 
H4年 

4 月生まれ 
5 月24日囲 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 
6カ月児 

H3年 

11月生まれ 
5 月25日因 

小児科・歯科診察 

丈夫な歯と顎になるためのお話 

3 歳児 
H元年 

11月生まれ 
5 月20日困 

小児科・歯科診察、尿検査

視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セ

ンター “母と子の相談日（第 1 ・3金曜日）” 

ノ、どうぞ 
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市 役所岱'35-2官官官

七和地区各婦人会協賛

期 日 日寺 間 主勢 所

午前 9時30分から 俵元

午前10時15分まで 農生物加工刑事センター前

午前10時30分から コミュニテイノ、ゥス

午前11時30分まで 原子前

4月22日 午後 0時30分から 七和農協

(木) 午後4時まで ガソリンスタンド脇

午前 9時30分から
前回里子目公民館前

午前11時30分まで

午後 0時30分から
高野文化センター前

午後4時まで

からだにやさしい血紫成分献血

時 場 所間

午前10時から |市保健センター

午後3時まで I1階集団指導室

※今回の成分献血より検診医師が必要と判断し

た場合、心電図検査を追加で実施します。

5月の保健センター相談日
育児・健康面でお悩みの方へ

保健婦、看護婦、栄養士がお待ちしています。

ゆっくりと相談が受けられます。どうぞおいで

下さい。

穣 自1J 開設日 内 n全モ宝v、

第 1・第 3(金)

母と子の
5月7日 21日 乳児、幼児の発達相

10: 00-12 : 00 談、育児の相談、 :b'

相談日 13: 00-15 : 00 母さんの悩みごと相
(第 3の午後は 主主など
予約相談です)

第 2・第 4(金)

成人の
5片14日 28日

血圧の相談、食事の
10: 00-12 : 00 

相談、心身でご心配
相談日 13: 00-15 : 00 

(第 4の午後は
なことなと守

予約相談です)

予約相談は随時、電話で受け付けます。

く問い合わせ・連絡先>

市保健環境課健康推進係 (内線268・272)

|平成5年春の防犯運動 |

*実施期間

平成 5年4月21日体)から i 
i 1ヶ月間

平成 5年 5月20日(木)まで !

*重点目標

①盗難の防止

②暴力の追放

③少年非行の防止

す〈す〈健診
1>場所 市保健センター(新町バス停前)

1>時間 受付-12 : 30から

健診 13: 00から 15: 00までの予定

1>持参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児には個人通知いたします。同封のア

ンケートに記入して、尿を小ピンに入れて

持参ください。

※注意 ① 3ヵ月健診に来れなかった方は、

神経芽細胞腫(小児がん)の検査セットを、

母子健康子l阪を持参のうえ保健環境課窓口

にもらいにきてください。

②病気療養中(持に伝染性の病気)のお

子さんはご遠慮ください。 乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セ

③不明な点は、保健環境課にお問し、合わ ンタ ー “母と子の相談日(第 1 ・3金曜日)"

せください。(内線268・272) へどう ぞ

月齢 対象児 期日 主な内容

3力月児
H 5年 H 5年 小児科診察、神経芽細胞腫

1月生まれ 5月11日伏) セyト配布、育児情報交換等

6ヵ月児
H4年

5月18日伏)
離乳食の試食

10月生まれ 発達相談日

1歳児
H 4年

5月24日間)
育児情報交換

4月生まれ 発達相談等

1歳 H 3年
5月25臼伏)

小児科・歯科診察

6力月児 11月生まれ 丈夫な歯と顎になるためのお話

3歳 児
H元年

5月20日(ホ)
小児科・歯科診察、尿検査

11月生まれ 視聴覚検査等

11 平成5年4月15日
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